






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11 eBookを活用した授業の可能性を考える 文化政策 野村　卓志
本学でeBookを活用した授業を行なうために必要な環境整備や事前指導の必要性な
どを、実際にeBookを契約して検討する。
12 人口減少時代における地域のあり方を考える 文化政策 林　左和子
人口が減少し高齢化率が高まる時代における課題を、それぞれの教員が専門の視点
から検討し、これからの社会の望ましいあり方を考える。




























































































































































































































































































































イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
■第17回特別公開講座「薪能　天鼓」
第一夜　能講座　10月４日（水）　18時30分開演（開場18時）
　　　会場　静岡文化芸術大学・講堂
　「天鼓の典故探し方」　講師　明木茂夫（中京大学教授）
　※学生による能「天鼓」のストーリー紹介もあります。
　　受講料無料（全席自由）
第二夜　薪能　10月５日（木）　18時開演（開場17時）
　　　会場　静岡文化芸術大学・出会いの広場　※雨天の場合は講堂にて開催
　新作狂言「鈴虫」／井上松次郎　ほか
　能「天鼓」／泉雅一郎　梅若長左衛門ほか
　　受講料　3,000円（全席自由　高校生以下・本学学生無料）
　※ チケットはアクトシティ浜松チケットセンター、チケットぴあ、サークルＫ・サンクス、セブンイレブン、ファミリー
マートにて購入できます。
■現代劇　喫茶店
第4回　静岡文化芸術大学×SPAC-静岡県舞台芸術センター連携事業
　　テーマ「時空間の問題」
　作・演出　梅若猶彦（芸術文化学科）
　出演　三島景太　片岡佐知子　関根淳子　真嶋陽（芸術文化学科３年）
　日時　10月９日（月・祝）
　　　　現代劇　14時開演（開場13時30分）
　　　　シンポジウム「現代劇の時空の問題」（15時30分開始）
編集後記
　今夏、大学近隣の会場で「百貨店松菱と中心市街地回顧展」と題する展示を観る機会が
ありました。1937年（昭和12年）開業の「松菱」は営業が続いていれば今年開業80周
年、浜松初の本格的百貨店は浜松市美術館が開館（1971年）するまで「文化の殿堂」で
もあり、市展が松菱の催事場で開催された記録もあります。大食堂には東郷青児画伯の大
型絵画。写真でみる「賑わう百貨店」は当時の市民にとって確かに“文化の香りいっぱいの
ワクワクする空間”だったに違いありません。突然の経営破綻（2001年11月）から16年、
今尚更地のままの「松菱跡地」は最近では浜松都心のランドスケープとして、馴染みつつ
あるようにも感じます。SUACの教員や学生が開学以来取り組んできた中心市街地の問題。
回顧展に見入りながらも「当分は更地のままというのもあり？」という妙な納得感すら漂
う、まさかそんなことはないと思いますが･･･（St.）
■静岡文化芸術大学の室内楽演奏会2017
〇「北海道アイヌの自然への思い　今を生きるウタリの歌声」レクチャー&コンサート
　出演　千葉伸彦（レクチャー・演奏）　恵原誌乃（演奏）
　日時　11月18日（土）　14時開演（開場13時30分）
　会場　静岡文化芸術大学・自由創造工房
〇「ラッパの変態」（仮称）　（本紙ｐ.５参照）
　出演　浜松・諏訪のラッパ演奏者
　解説　奥中康人（芸術文化学科）
　日時　12月９日（土）　17時開演（予定）
　会場　静岡文化芸術大学・自由創造工房
※「アイヌ」「ラッパ」共に入場無料・要申込（mail：acrc@suac.ac.jp　fax：053-457-6123）
　　申込の際、氏名（フリガナ）、参加人数、電話番号、住所をご連絡下さい。
大学主催のイベント、シンポジウム、セミナー等は静岡文化芸術大学のホームページでも順次情報公開されています。
　http://www.suac.ac.jp/
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